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慮した設計を行った。インダクタンス可変SRR構造では，可動構造の140 nmの変位に対して1025 ~ 805 nm
の共振波長の変化が得られ，21.5%の変化の割合を得ることができた。EIT メタマテリアルでは，双極子共振器


















28%まで減少した。一方，アルミニウムのEITメタマテリアルでは，波長 618 nmで透過率の変調量 65%が得
られており，この波長帯において最も高い変調量を示した。大きな透過率の変調量により透過率や位相変調の制
御範囲が広くなるため，EITメタマテリアルを用いた光学素子を実現するための重要な知見である。 
第6章では，EITメタマテリアルと微小電気機械要素の融合によるEIT特性の動的制御デバイスの製作方法に
ついて述べた。寸法精度12 nm以下の製作技術を実現することができ，光メタマテリアルの動的制御の実現に向
けた重要な成果である。 
第7章は結論である。 
以上要するに本論文は，光メタマテリアルによる光学スペクトルの制御を目的とし，高い寸法精度をもつ光メ
タマテリアルの製作技術の開発による光学特性の向上および共振波長の短波長化を行ったものである。 
 
